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令和 4年 10月 5日
第三吾嬬小学校校内研究資料 すみだ教育研究所 保坂 登

【研究主題】 自分の考えを表現する力を育てる算数科の授業

＜目指す児童像＞ ～自分の考えをもち、それを伝え、認め合える児童～

指導案 p.6～の（２）研究主題に迫るための手だてについて考察する。

＜自分の考えをもつ＞ ↓単元の目標・本時の目標 p.5 意識調査結果
（ア）児童の興味関心を引きつける問題提示の工夫 【日常生活】VS【算数の世界】

○児童の日常生活（買い物・学校生活）に関わりのある経験を問題場面に設定する。
◎既習の算数学習と比較し、違いを意識させて本時の問題場面を考えさせる。
①「かけ算のきまり」→⑧１２×４→⑨２０×４ ,２００×４→本時２３×３→⑮２３×１２ 後も

（イ）既習事項の理解と定着
○新たな学習問題（乗り越える山）に対して、自分の考えをもつためには、既習事項
＋学びに向かう力を生かして、自力解決の見通しをもつことが必要である。

△コースにより、授業初めの学習のふりかえりはしないで問題解決に入る。
◎学習のつながりを意識できる場を設け、既習事項を活用して問題解決をする。

※まずは教師が理解する。
学習のつながり
２年下 p.41～ かけ算(３) かけ算のきまり
p.44１ チョコレートは、ぜんぶで 何こ ありますか。

九九を つかって くふうして もとめましょう。※切り方を考える。

もとめかたの １つに
ひろとさんの 考えが あります。

３年上 p.11～
p.14３ ７×６のかけられる

数やかける数を分けて
計算すると、答えはど
うなりますか。

かけ算のきまり③
かけ算では、かけられる数や

かける数を分けて計算しても、
答えは同じになります。

３年上 p.112～（２けた）×（１けた）の計算（前々時）
p.112１ １箱１２こ入りのチョコレートが４箱あります。チョコレートは、

全部で何こありますか。

→ ななみさんは、
十の位と一の位に
分けて 計算して
いる。
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３年上 p.114～（何十・何百）×（１けた）の計算
p.114１ 次のチョコレートとクッキーの代金をそれぞれもとめましょう。

ア、１こ２０円のチョコレート４こ分 式 ２０×４
イ、１ふくろ２００円のクッキー４ふくろ分 式 ２００×４

本時 ３年上 p.116～（２けた）×（１けた）の計算
p.116１ １まい２３円の色画用紙を３まい買います。

代金は、全部で何円ですか。 式 ２３×３ ←およそ６０円
計算のしかた ↓お金で ↓ブロックで

２３×３
＝８×３＋８×３＋７×３
まだ、九九でも計算できる。

５３×４
もはや九九ではできない。 不便

＝５０×４＋３×４ 便利
↓

３年下 p.73～ ２けたをかけるかけ算 ２３×１２（かける数を分けるが加わる。）

（ウ）個に応じた働きかけ
○自分の考えがもてない児童
１２×４ と ２０×４ お金（具体）やブロックを書き入れたヒントカード

○自分の考えを絵や図、言葉（や数・式）で表現することが苦手な児童 授業中

どのように考えたか聞きながら、話したことを書き表すように助言する。←では難
※教室掲示「算数コーナー」：かけ算の学習を具体⇔半具体⇔言葉や数・式で

○自分の考えをもち、表現できる児童
⚪広める→他の方法はないか。 深める→知識を有機的に結びつける。

～不便 VS 便利～

事前に、客館的データから個を見る。

右のＳ－Ｐ表は、３年△組の表
です。黄色い部分が３年６の結果
です。 ※問題は次のページ

※Ｓ－Ｐ表は削除
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・区調査 R4・3年６（2学年の内容）
正答率：区 84.9％・全国 79.0％

３の段の九九の答え ３×５＝１５ と

４の段の九九の答え ４×５＝２０ を

たすと、

７の段の九九の答え ７×５＝３５ に

なっています。

同じように考え、同じように書くとと、

６の段の九九の答え ６×５＝３０ と

□の段の九九の答え □×５＝□□ を

たすと、

８の段の九九の答え ８×５＝４０ に

なっています。

と推論する問題です。
答えは、２です。

↓
・区調査 R4・4年６（3学年の内容）
正答率：区 58.8％・全国 53.6％

答え ア ３０×４
イ ５×４

順不同

※抽象的な文章だけは難しい。
ア と イ にあてはまる式を

入れて、文をかんせいさせましょう。
このような表現に、授業の中で慣れ

ていないことも原因と考えます。

表現（操作）方法の工夫【中学年】

具体物 ⇔ 半具体物 ⇔ 抽象物
生活経験 お金・ブロック ことば・文
実物のお金、等 の絵図、等 数・式、等

＜自分の考えを表現する＞ ←ノート指導＋ＩＣＴ
（ア）考える場の設定

◎自分の考えを、絵や図式や文章でノートにかく活動を授業の中に位置づける。
☆三吾小は、シンキング・サイクルの研究以前から、しっかりと自分の考えを書く
時間を設けていました。ノート指導が大変ですが、着実に学力を向上させます。

○自力解決の所要時間については、習熟度別クラスの実態に合わせて工夫する。
→なぜ、時間が必要か？
・何をもとにして考えてよいか、分からない。
・既習事項が分かっていない。 ×暗記して覚える⇒他の場で応用できない。
※Ａ小学校での取組：考えるもととなる既習事項を放課後学習で定着させる。

（イ）表現方法の工夫 …使える登山道具
○お金やブロック、数え棒などでの具体物の操作 ⇒手で考える。
絵・図などでの視覚での操作 ⇒目で考える。
言葉や数・式での操作 ⇒ことばで考える。

◎言葉のパターン（例、「まずは」「例えば」など）を教室掲示し活用させる。
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「国語の学習」を活用する
２年上 p.18 「えいっ」 既習である。
あるいて いると、どうろの しんごうが、赤に なりました。

「あぶないから、わたっては いけないよ。」と、とうさんが 言いました。

言葉のまとめ ↓２年下 p.149（左） ↓２年上 p.145（右）

自分の考えを一生懸命に語り始める子供の言葉
☆「はじめに…」は、考えている道筋を整理しようとする子どもの「語り始めの言葉」
☆「どうしてか…」は、考えたことのわけを整理しようとする子どもの「語り始めの言葉」
☆「○○より…」は、いくつかの考えを比べようとしている子どもの「語り始めの言葉」
☆「どうして…ですか」は、理由をたずねようとしている子どもの「語り始めの言葉」
☆「わけは…、なぜならば…からです。」は、その考えの正しさ・よさを説明しようと

している子どもの「語り始めの言葉」
その他にも、

☆「例えば…」は、自分なりの分かり方に置き換えて話そうとしている子どもの「語り
始めの言葉」

☆「でも、だって…」は、友だちの考えに関わろうとしている子どもの「語り始めの言葉」
☆「だったら…」は、今、考えている先を考えようとしている子どもの「語り始めの言葉」
☆「もしも…」は、その問題の発展を考えたり、ものごとを整理したり、いつでも使える

ように一般化を図ろうとしている子どもの「語り始めの言葉」
参考文献「算数的表現力を育てる授業」田中博史 東洋館出版社 平成 13年

（ウ）意見交換の場の設定
○自力解決の後、ペアやグループでの意見交換を位置づける。
自分の考えと同じ考えなのか、違う考えなのか意識させる。

友だちの意見を聞くときは、
☆「なるほど…」→「どこが、どう分かったのですか？」
☆「分かりません」→「どこが分かりませんか？」→「分からないところが…」
☆「同じです」「違います」→「どこが同じですか？どこがどのように違いますか？」

次に、共通点や差異点だけでなく、どの考えが分かりやすいか！どの考えがいつでも
使えるか！よさの選択やその理由を考えさせます。
例、□□さんの考えがよいと思います。□□□でよいです。←算数的価値
◎意見交換の後、再度自分の考えをまとめる時間を設ける。

メタ認知、自分で考えたこと、みんなと考えたことを、もう一度考える。
◎お互いの考えを認め合い、より良い方法を見つけ出す場を設定する。

みんなで学ぶと、いろいろな考え方を知り、それぞれのよさも分かる。
１人１人が考え方が大切にされる授業を目指したい。


